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○日本のシーレーン 

 社会科では、エネルギー輸送について扱いました。 

 

 この円グラフ。子どもたちから

も驚きの声が上がりましたが、本

当に生活を左右する深刻な問題で

す。近代の大きな戦争は宗教や民

族問題、そしてエネルギー問題を

発端としているからです。 

 とはいえ、すぐに生活に結びつ

けてできることはありません。もう少し、時事問題と絡めて見てみましょう。 

 

 南沙諸島周辺の国々が、どのよ

うに領海を主張しているか。左の

地図です。 

 

 

 「仲良くできていると思いま

すか」と問いました。 

 もちろん、答えはノーです。 

 

非常に緊張感が高まっています。

これは、最近始まったことではない

ですが。そして、日本も他人事では

ありません。



 

 位置関係を確認します。赤い四角で囲まれた辺りに南沙諸島はあります。 

 そして、日本の石油輸入量の７０％はサウジアラビア及びアラブ首長国連邦からしてい

ます。 

 

 ここで子どもたちに問います。「石油は、タンカーと呼ばれる大きな船で運びます。ど

んなルートを通ると思いますか。」 

 地図を指でなぞっていると…教室は大騒ぎになります。 

 「先生、大変です！」「こっちに行けば避けられるよ！」「でも遠回りになるよ！」 

 そうです。おおよそ以下のルートを通る。つまり、南沙諸島を避けて通ることはできな

いのです。（避けるルートは時間がかかり、輸送コストも非常に増大します。） 

 



 授業では、海賊問題も扱いました。 

 エネルギー輸送業者の方々が、どれだけの苦労をして、私たちの生活を支えてくださっ

ているか考える機会になったと思います。 

 私たちの生活を支える「海の道」シーレーンの授業でした。 

 

感想・振り返り 

 

 

 

 

☆お便りフォームはこちら☆ 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9 

・石炭や石油を、危険がたくさん中で運んでくれていることを知ってありがたみをも

って電気などを使いたい 

・世界がギリギリで作られていて、いつ戦争になってもおかしくないのが怖かった。

でもそれが世界の一部のことなのが信じられない。もっと未来では安全な世界に

なってほしい 

・ただでさえ一日でも耐えられないのに、往復で３６日もかかって、しかも死ぬ可能

性もあるのに、日本にエネルギーを届けるために行っているのがすごいと思う 

・今まで石油の運び方なんて考えたこともなかった。サウジアラビアから日本まで

石油を運ぶのに遠い以外にもたくさんの問題があった。どうすればこの問題を解

決できるのか考えたい 

・海賊なんているなんて知らなかった。電気を消してまで通るなんてとってもすご

い。海賊に見つからないように＋事故が起きないよう安全を気にして輸入してくれ

ている。 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9

